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▲日本画『坂折の老梅』

▲写真『成長を願う』

▲彫塑工芸『欅
拭漆縄文文様盛
器』

▲デザイン『COLORFUL　MON
STER』▲書『藝』

▲硬筆『脳性まひのバイオリニスト』▲写真『托鉢』

▲洋画『うずくまる』

特集｜第６１回市美術展

■
日
本
画

市
展
賞
＝
髙
木
俊
一
（
一
宮
市
）
市

長
賞
＝
大
堀
朝
子
（
大
井
町
）
教
育

長
賞
＝
原
立
子
（
大
井
町
）
奨
励
賞

＝
北
野
ひ
と
み
（
中
津
川
市
）
久
木

勝
広
（
中
津
川
市
）
努
力
賞
＝
安
藤

由
美
子（
中
津
川
市
）後
藤
在
利（
中

津
川
市
）
鈴
木
定
洋
（
中
津
川
市
）

■
洋
画

市
展
賞
＝
佐
々
木
二
三
子（
山
岡
町
）

市
長
賞
＝
磯
部
和
久
（
豊
川
市
）
教

育
長
賞
＝
市
川
英
代
（
三
郷
町
）
奨

励
賞
＝
武
田
彦
郎
（
中
津
川
市
）
園

原
則
子
（
中
津
川
市
）
努
力
賞
＝
永

冶
五
郎
（
中
津
川
市
）
小
木
曽
満
子

（
山
岡
町
）
足
立
香
織
（
長
島
町
）

さ※
１

さ
ゆ
り
賞
＝
浅
野
博
（
明
智
町
）

広
重
美
術
館
賞
＝
市
川
彰（
三
郷
町
）

■
彫
塑
工
芸

市
展
賞
＝
小
林
哲
也
（
東
野
）
市
長

賞
＝
加
藤
緑
（
中
津
川
市
）
教
育
長

賞
＝
小
林
い
と
代
（
中
津
川
市
）
奨

励
賞
＝
勝
川
佳
代
子
（
大
井
町
）
努

力
賞
＝
市
川
公
平
（
中
津
川
市
）
斉

藤
之
康
（
豊
田
市
）
山
口
十
郎
（
岩

村
町
）

■
デ
ザ
イ
ン

市
展
賞
＝
加
藤
優
（
多
治
見
工
業
高

校
）
市
長
賞
＝
楯
華
花
（
中
津
川
工

業
高
校
）教
育
長
賞
＝
東
山
孝
義（
土

岐
市
）
奨
励
賞
＝
安
保
瑛
都
（
中
津

川
工
業
高
校
）
努
力
賞
＝
西
村
常
夏

（
恵
那
南
高
校
）
古
野
旬
南
（
恵
那

農
業
高
校
）
西
尾
乃
郁
（
恵
那
高
校
）

さ※
１

さ
ゆ
り
賞
＝
柴
田
遼（
春
日
井
市
）

文※
２

化
振
興
会
長
賞
＝
曽
我
莉
乃
（
恵

那
農
業
高
校
）

■
書

市
展
賞
＝
三
浦
雅
子
（
瑞
浪
市
）
市

長
賞
＝
鈴
木
由
木
江
（
明
智
町
）
教

育
長
賞
＝
安
藤
あ
や
子
（
明
智
町
）

奨
励
賞
＝
可
知
さ
ゆ
り
（
三
郷
町
）

可
知
と
し
子
（
大
井
町
）
努
力
賞
＝

三
宅
千
陽（
大
井
町
）渡
辺
泰
江（
東

野
）
伊
藤
恵
子
（
山
岡
町
）
中
垣
か

づ
江
（
三
郷
町
）、堀
廣
幸
（
明
智
町
）

■
硬
筆

市
展
賞
＝
稲
垣
篤
子
（
土
岐
市
）
市

長
賞
＝
安
藤
栄
里
子
（
土
岐
市
）
教

育
長
賞
＝
古
田
理
万
（
多
治
見
市
）

奨
励
賞
＝
杉
浦
久
美
子
（
土
岐
市
）

努
力
賞
＝
森
実
泰
子
（
土
岐
市
）
鈴

木
静
香（
土
岐
市
）安
達
三
保
子（
尾

張
旭
市
）

■
写
真

明
治
１
５
０
年
記
念
芳
翠
大
賞
＝
木

村
利
之
（
多
治
見
市
）
市
展
賞
＝
中

辻
義
則
（
関
市
）
市
長
賞
＝
籠
橋
定

省
（
春
日
井
市
）
教
育
長
賞
＝
春
日

井
ふ
み
子
（
瑞
浪
市
）
奨
励
賞
＝
西

尾
明
（
大
井
町
）
村
山
力
一
（
中
津

川
市
）
中
辻
和
子
（
関
市
）
努
力
賞

＝
大
坪
治
充
（
中
津
川
市
）
西
尾
勝

利
（
土
岐
市
）
伊
藤
智
江
子
（
瑞
浪

市
）
加
納
政
臣
（
武
並
町
）
中
洞
勇	

（
中
津
川
市
）

※１ささゆり賞＝今までに芳翠大賞や市展賞などを受賞し、無鑑査作家と認定された方の作品が対象
※２文化振興会長賞＝一般作品の中で高校生の出品作品を対象に７部門の中から選出

第
６１
回
市
美
術
展

明治１５０年記念芳翠大賞作品

　
明
治
１
５
０
年
記
念
第
６１
回
市
美
術
展
が
、
１０
月
２７
日
か
ら
１１
月

３
日
ま
で
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７
部
門
に

２
０
８
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
６３
点
が
入
賞
。
審
査
員
や

招
待
作
家
な
ど
の
作
品
を
含
め
る
と
、
出
品
総
数
は
２
９
０
点
。
全

部
門
最
高
賞
の
明
治
１
５
０
年
記
念
芳
翠
大
賞
を
は
じ
め
、市
展
賞
、

市
長
賞
、
教
育
長
賞
、
奨
励
賞
、
努
力
賞
、
さ
さ
ゆ
り
賞
、
版
画
作

品
が
対
象
の
広
重
美
術
館
賞
、
高
校
生
が
対
象
の
文
化
振
興
会
長
賞

の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

□
問
い
合
わ
せ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
２
５
―
５
１
２
１

　
市
債
の
状
況
を
表
１
に
、
基
金

の
状
況
を
表
２
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　
本
紙
１０
月
号
で
平
成
２９
年
度
末

の
市
債
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
本
年
度
上
半
期
で
は

２０
億
２
８
９
０
万
円
を
返
済
し
、

９
月
３０
日
現
在
の
借
入
残
高
は
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会

計
ま
で
合
わ
せ
て
４
７
４
億
４
２

６
３
万
円
、
市
民
１
人
当
た
り
で

は
９３
万
８
０
６
５
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
９
月
３０
日
現
在
の
基
金
は
、
公

共
施
設
整
備
基
金
の
３８
億
３
６
３

６
万
円
、
地
域
振
興
基
金
の
３６
億

４
６
２
４
万
円
な
ど
、
一
般
会
計

で
積
み
立
て
た
基
金
は
１
６
７
億

９
４
６
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
他
に
運
用
す
る
基
金
に
は
、
公

共
事
業
用
地
の
先
行
取
得
を
行
う

土
地
開
発
基
金
や
奨
学
資
金
を
貸

し
付
け
る
奨
学
資
金
貸
与
基
金
な

ど
が
あ
り
、
土
地
代
金
や
貸
付
金

を
含
め
、
運
用
基
金
総
額
は
１３
億

１
２
６
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
企

業
会
計
ま
で
含
め
た
基
金
総
額

は
、
１
９
９
億
６
８
４
２
万
円
、

市
民
１
人
当
た
り
３９
万
４
８
２
８

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
借
金
は
４
７
４
億
円

　
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
一
般

会
計
は
収
入
率
４９
・
１
㌫
、
支
出

率
３１
・
８
㌫
で
、	

特
別
会
計
全
体

は
、
収
入
率
２５
・
８
㌫
、
支
出
率

２５
・
９
㌫
。
企
業
会
計
全
体
は
、

収
入
率
２１
・
６
㌫
、
支
出
率
２５
・
９

㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
支
出
で
は
、
建
設

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
、
市
政
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は

財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
半
年
間
の
予
算
の
執
行
と
地
方
債
、
基

金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
☎
２
６
ー
２
１
１
１
（
内
線
３
３
６
）　

本
年
度
上
半
期
　

市
の
財
政
状
況

一
般
会
計
４９
㌫
を
収
入
済
み

事
業
の
工
事
費
や
委
託
料
が
、
事

業
完
了
後
に
支
出
さ
れ
る
の
で
、

上
半
期
の
支
出
率
は
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
介
護
保
険
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
な
ど
の
特
定
事
業
の
会
計
で
す
。

収
入
で
は
、
国
や
県
の
補
助
金
、

市
債
が
事
業
完
了
後
の
収
入
、
一

般
会
計
の
繰
入
金
が
年
度
末
の
収

入
の
た
め
、
収
入
率
は
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
に
は
、
水
道
事
業
や

病
院
事
業
、
診
療
所
を
運
営
す
る

国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業
の
三

つ
が
あ
り
ま
す
。
水
道
施
設
の
建

設
事
業
費
や
病
院
の
施
設
改
修
事

業
費
、
医
療
機
器
な
ど
の
建
設
事

業
費
な
ど
が
あ
り
、
一
般
会
計
と

同
じ
よ
う
に
支
出
率
は
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

区分 現在高 市民１人当たり

一般会計 295億7,197万円 58万4,715円

特別会計 75億4,079万円 14万9,101円

企業会計 103億2,987万円 	20万4,249円

市債総計 474億4,263万円 93万8,065円

区分 現在高 市民１人当たり
積立基金 179億4,485万円 35万4,817円

 一般会計の基金 167億9,465万円 33万2,074円
 特別会計の基金 11億5,020万円 2万2,743円

運用基金 13億1,264万円 2万5,954円
企業会計の基金 7億1,093万円 1万4,057円
基金総計 199億6,842万円 39万4,828円

表１　市債の状況 表２　基金の状況

※人口は１０月１日現在の５０,５７５人を基準。端数処理のため金額が合わない場合があります

≪歳入の状況≫

１４０億８,７９８

２８１億２,８７１

５１億２,０１３

３６億３,２４９

１３８億０,００８

１１億０,７６２

収入率
49.1％

収入率
25.8％

収入率
21.6％

０ １００ ２００ ３００

（万円）

収入済
予算

（億円）

全体の収入率
39.2％

収入済
予算

収入済
予算

一般
会計

特別
会計

企業
会計

0 50 100 150 200 250 300 350

≪歳出の状況≫

１４０億８,７９８

２８１億２,８７１

７８億６,３２７

８９億３,５３８

３６億４,６２４

２０億４,０３８

支出率
31.8％

０ １００ ２００ ３００

（万円）

支出率
25.9％

支出率
25.9％

（億円）

全体の支出率
29.2％

支出済
予算

支出済
予算

支出済
予算

一般
会計

特別
会計

企業
会計

平成３０年度上半期市の財政状況｜特集




